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　今夏も例年になく猛暑が続いたが、会員の皆さん

におかれましては昨年に引き続き、節電に気を使わ

れたことと思います。

　しかしながら、昨年までは節電、節電と騒いでい

たのが、今年は猛暑続きなのに節電のアナウンスが

なかった。

　情報によると実態は原発の再稼働がなくとも、待機

中の火力発電所を動かせば、（コストは別として）電

力には余裕があったらしい。真剣に節電に取り組み

してきたのに、何か釈然としない思いだ。

　さて、安倍政権誕生（’12 年 12 月 26 日）から９

カ月が過ぎ、凄まじいスピード感をもって景気低迷か

らの脱却を最優先課題とし「停滞の 20 年」を踏まえ、

「再生の 10 年」へ向け所謂ロケットスタートを切った。

　つい１年前までは「６重苦」で大変だと前政権への

無理解・無能力を訴えていた大手企業経営者達。気

がつけば、①円高、②高い法人税率、③自由貿易協

定への対応の遅れ、④労働規制、⑤環境規制の強化、

⑥電力不足の６重苦は、解消に向かっている。

　行き過ぎた円高は是正され、TPP 交渉への参加で

貿易自由化の遅れを克服する道筋も見えてきた。労

働規制や環境分野でも軌道修正が進んでいる。

　安倍首相も招致に一役買った、2020 年夏季五輪・

パラリンピックの開催都市を選ぶ国際オリンピック

委員会（IOC）総会が９月７日ブエノスアイレスで開

かれ、投票の結果、56 年ぶりとなる夏季五輪の開催

が東京に決まった。

　第一の矢〜第三の矢以外の「五輪開催という第４

の矢」が放たれるが、五輪招致の成功は、「異次元の

アベノミクス」の力なのか？

永年のデフレによる閉塞感がオリンピック開催によ

り、国全体が心の自信を取り戻すきっかけとなり、東

日本大震災の被災地も必ずやスポーツの力で元気づ

けられるはずである。

　また、被災地の岩手・宮城・福島の各知事は今年

を「復興加速年」とし、復興を 2020 年は総仕上げの

時期と計画している。その年に東京五輪が開催され

ることになり、被災地が再生した姿を世界へ発信で

きるという期待感と、必ず復興を成し遂げる決意を

していると聞く。

　もう一つは、景気低迷からの脱却を「再生の 10 年」

と捉えている 10 年後は、2020 年の五輪開催とおお

よそ重なり、脱デフレの結果が見える時期でもある。

10 月１日には、消費増税を決定、併せて法人実行税

率の引き下げを検討するとし、財政健全化と経済再

生の両立がいよいよ動き出す。

　７年後の 2020 年は、いろいろな意味で変革の節目

の年となる予感がする。

１ ２

３ ４

表紙の説明

１	横浜港見学会
２	若手会	
バーベキューイベント

３	こうなん子どもゆめワールド
４	会員会社「捺染工場」

「アベノミクス」の第 2幕

港南区工業会会長　笠原　節夫
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ご　挨　拶
港南区長　大貫　一幸

　港南区工業会の皆様には、日頃から市政、区政の推
進に御支援、御協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　貴会の皆様には、様々な行事を通じて、積極的に地

域との交流を図っていただいております。特に、「ひ
まわり生活体験交流事業」や「こうなん子どもゆめワ
ールド」、さらに「港南区健康ランニング大会」にお
いては、長年にわたり御協賛いただいており、この場
を借りてお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、“ 次世代を担う ” との思い
を自ら抱く「若手会」の皆様の精力的な活動が牽引力
となり、地域貢献への取組を進めて頂いております。
港南区役所でも、次世代につなげる「つながり　はぐ
くむ　ふるさと港南」を目指して、様々な事業を進め
ております。
　今後とも、貴会の皆さまと力を合わせ、港南区をさ
らに盛り上げるべく、努力してまいりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
港南区工業会の御発展と皆様の御活躍を祈念いたしま
して、挨拶の言葉とさせていただきます。

ご　挨　拶
（一社）横浜市工業会連合会専務理事

　茂木　三四郎

　港南区工業会の皆様、こんにちは。本年４月に横
浜市工業会連合会、専務理事を拝命いたしました茂
木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　港南区工業会におかれましては、日頃から横浜市
工業会連合会の事業にご理解ご協力を賜り改めてこ
の紙面をお借りしてお礼申し上げます。
　さて港南区工業会は昭和 56 年に発足され、32 年
間に渡り地域企業間の連携の強化を図りつつ、横浜
及び日本経済の発展に寄与されて来られました。こ
れらの長年の取り組みに深く敬意を表する所でござ
います。

　32 年という年月の中、港南区工業会の皆様におか
れましては、好・不景気を様々な手段を講じて経営
を維持・発展されて来られた訳でありますが、その
中で長年培われた技術やノウハウは珠玉の財産と考
えます。
　釈迦に説法で恐縮ですが、今、世界同時不況、経
済のグローバル化、大企業等の海外移転・進出等日
本の中小企業は苦境に立たされている所であります。
こうした中、中小企業の発展・成長のためには企業の
独自性を発揮していくことが最大の課題と思います。
　これから人口減少社会に向かう中、需要が減少傾向
にあっても社会にとって必要とされる製品やサービ
スは必ず存続していくものと確信しております。中小
企業の皆様が長年培った技術やノウハウで他者には
できない独自性（品質・サービス）を磨き、きめ細
やかな取り組みが功を奏するものと思っております。
　どうぞ港南区工業会の皆様におかれましては、独
自の踏み込んだ取り組みで事業の益々の発展を遂げ
て頂きますよう心より祈っております。
　横浜市工業会連合会といたしましても行政と連携
し皆様の事業の繁栄に資するべく事業を通して様々
なご支援をさせていただく所存です。今後とも工業
会会員企業並びに関係各位のご指導、ご鞭撻を賜り
ますようお願いいたしましてご挨拶とさせていただ
きます。
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氏　　　名 事　業　所　名

近
ちか
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だ

豊
とよ

和
かず

　株式会社平野製作所

氏　　　名 事　業　所　名

中
なか

坪
つぼ

宏
ひろ

之
ゆき

　有限会社アサヒナ精工

原
はら

田
だ

　 仁
じん

　港南テクニクス株式会社

平
ひら

田
た

美
み

加
か

　港南テクニクス株式会社

廣
ひろ

瀬
せ

美
み

幸
ゆき

　港南テクニクス株式会社

おめでとうございます。

　今年は異常気象だね、という挨拶の言葉が、今年
も・・・に変わってどれくらいたったでしょう。ここ
のところ、毎年のように異常に暑い夏や、ゲリラ豪雨、
局地的な大雨により、日本列島はあちこち痛めつけら
れています。
　今年も記憶に新しいところで、七月の東北地方の大
雨や、九月の台風 18 号による、京都桂川の氾濫など
がありました。そして極めつけは、台風 26 号に伴う
豪雨によって、伊豆大島の集落が土石流に襲われ、一

瞬にして多数の犠牲者を出す大惨事となってしまい
ました。前日から降り続いた雨は、なんと 24 時間で
800 ミリを超えてしまうという、今までの常識ではと
ても考えられないような雨量になりました。
　自然に逆らうことは出来ませんが、災害から自分の
身を守るには、やはり日頃から防災意識を高く持って、
いざという時の為に準備を怠らない事が大切なので
しょう。

■優良工業従事者市長表彰被表彰者

■優良工業従事者会長表彰被表彰者

総務部長　稲村　直之

〈通常総会〉
　港南区工業会第 32 回通常総会が、平成 25 年５
月 21 日に、ウイリング横浜に於いて開催されました。
当日は、ご来賓９名、被表彰者５名、そして 50 名を
越える会員の皆様にご出席を頂きました。志村副会長
による開会の辞に続き、笠原会長よりご挨拶があり、
議事へと進みました。規約に則り会長が議長に選出さ
れ、第１号議案から第４号議案まで審議され、滞りな
くすべての議案が承認可決されました。続いて恒例の
優良工業従事者市長表彰１名、会長表彰４名の皆様に
表彰状と記念品が贈呈されました。

　ご来賓のご紹介の後、大貫港南区長よりご祝辞をい
ただき、高井副会長の閉会の辞により通常総会は終了
いたしました。
　受賞者の皆様の記念撮影が行われたのち、別室の懇
親会場へと移りました。南工業会、斎藤会長の乾杯の
ご発声により懇親会が始まりました。美味しい食事と
お酒を頂きながら、和気あいあいと皆さんの会話もは
ずみ、大いに盛り上がる中、最後に鈴木副会長の中締
めのご挨拶をもって、全ての予定が終了しました。皆
様の御協力に感謝します。
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　前日までの雨空がうそのように晴れ渡り、ウキウキ
気分で山下公園に集合。19 名の参加で先ずは１時間
の港内クルーズへ。実は私、長年横浜に住んでいなが
らマリーンシャトルに乗るのは初体験。ベイブリッジ、
鶴見つばさ橋をくぐりグルリと１周するコース。海の
上から眺める港は、ロマンティックなイメージや貿易
の窓口という様々な顔を持っていることをあらためて
感じました。
　楽しいクルーズも終わり、続いて山下公園前より貸
切りマイクロバスで大黒埠頭へ向かいました。ガイド
さんの説明を聞き、車窓より大黒埠頭の物流施設を見
学しながら横浜港における物流拠点の横浜港流通セ
ンター（YCC）に到着。５階建てで各階に区分された
大きな倉庫があります。グルグルと旋回しながら屋上
駐車場に到着しました。屋上の避雷針の数にびっくり。
雷がよく発生するそうです。天気の良く空が澄んでい
る日は、東京スカイツリーも見えるとのこと。大型の

コンテナクレーンが並んでいるのは壮観でしたが、ガ
イドの方の説明では、香港のコンテナクレーンの数は
比較にならないくらい多いそうです。
　見学が終了し、関内駅でバスを下車しました。
　懇親会は、関内の『利久庵』で催され、２階で美味
しい料理をいただきながらたのしく歓談しました。
参加者の皆様もとても今回の見学会に満足いただけた
様子でした。
最後になりましたが、今回の見学会を無料で開催いた
だきました㈳横浜港振興協会様に御礼申し上げます。

■美容室赤ずきん

代表　南
なん

　部
ぶ

　昭
あき

　仁
ひと

横浜市磯子区洋光台３-13- ２-104
TEL　045-835-2880　FAX　045-835-2880
業種　美容業

どうぞ
よろしく新入会員の紹介

　初めまして、美容室赤ずきん南部と申します。
　㈱ブレスビット様よりご紹介頂き入会させていた
だく事となりました。
　お客様の笑顔を最高の利益と考え日々営業してお
ります。これからよろしくお願いいたします。

　10 月３日、総務部主催による横浜港見学会が開催
されました。当日は快晴の中、19 名の皆様にご参加
いただきました。㈳横浜港振興協会様に御協力をいた

だき、港湾クルーズと港湾施設の見学を致しました。
　参加していただいた皆様、本当にありがとうござい
ました。（詳細は成澤理事の記事をご覧下さい）

総務部　成澤　宏

平成 25 年 10 月３日（木）12：30 〜18：30　マリーンシャトルでクルーズ

輸出を待つ中古車（YCC 屋上より）
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経済局からのお知らせ
◆26年１月以降に投資をお考えの製造業の方、必見！

《横浜市中小製造業設備投資等助成制度》
　26 年度の制度内容については４月に公表予定ですが、26 年

１月以降に投資をお考えの方は、「契約締結前」に経済局もの

づくり支援課にご相談ください。契約締結後の助成金申請は、

受け付けられませんのでご注意ください。

　なお 25 年度の申請受付は、交付申請額が予算額に到達しま

したので９月末に募集を締め切りました。たくさんのご申請あ

りがとうございました。

　☆問合せ先：経済局ものづくり支援課　設備投資助成担当　

045 − 671 − 2597

◆無料で使える技術相談！《横浜市中小企業技術相談事業》
　市内中小企業等の皆さまが抱える技術的な課題や省エネル

ギー対策について、豊富な知識と経験を有する技術アドバイ

ザー（大手企業 OB 等）が現場に伺い、専門的な助言・支援を

いたします。

　是非ご利用ください。

※１企業あたり　年間３回まで無料（４回目以降は有料）

※環境・省エネルギーに関する相談については別枠で年間５回

まで無料（６回目以降は有料）

　☆問合せ先：横浜企業経営支援財団　経営支援部技術支援課　　

　　045 − 225 − 3733

◆横浜型地域貢献企業認定申込受付中
　地域貢献の視点を持ちながら経営している企業を「地域貢献企

業」として認定し、その成長・発展を支援する制度です。

　詳細：ホームページ「横浜型地域貢献企業」で検索！

“http://www.idec.or.jp./keiei/csr/”

㈱一幸堂　恩田 幸一 様
　当会会員で会計理事の㈱一幸堂会長の恩田幸一
氏が、教科書供給業務に長年にわたって励んだと
し、2013 年春の褒章で黄綬褒章を受章されました。
　５月 19 日の東京都千代田区の如水会館で下村文
部科学大臣からの褒章の授与があり、その後、皇
居で天皇陛下に対し、恩田氏は受賞者を代表して
お礼の言上を述べる機会にも恵まれました。
　今後とも健康にご留意され、本業並びに当会会
員としてますますのご活躍を期待するところです。
　おめでとうございました。

黄綬褒章受賞
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「こうなん子どもゆめワールド」へ参加
　港南区工業会は、平成 25 年 11 月２日（土）に港
南ふれあい公園で開催となった「こうなん子どもゆめ
ワールド」に出店、渉外部では宮城県大崎市三本木ひ
まわり交流協会と港南区ひまわり交流協会の出店の応
援に参加致しました。
こうなん子どもゆめワールドは、港南区の
青少年健全育成の取組の一環として、毎
年秋に開催される約２万人が来場する大イ
ベントです。またひまわり交流事業とし
て、子どもたちの「ふるさと意識」の醸成
や、地域の活性化を図ることを目的として、
昭和 63 年から宮城県大崎市（旧三本木町）
と相互交流を行っているそうです。

　大崎市はササニシキを生んだ米作りの本場であり、
その米から造られる「一の蔵」をはじめ全国に誇る日
本酒や鳴子温泉郷などが有名でありますが、東日本大
震災では、道路や建物の倒壊、ライフラインの停止な
ど大崎市も大きな被害を受けました。また早くから甚
大な被害を受けた宮城県沿岸地域の方を招き、さまざ
まなイベントや支援に取り組んでいるとの事です。

（碓井　聖司）

模擬店に初参加 !!
　こうなん子どもゆめワールドは、時代を担う子供達
が地域社会や世界に目を向け、幅広い視野を持ち、自
主性や創造性を育むきっかけづくりを行うことを目的
として、毎年秋に開催されている。
　今回の出店は、㈱八千代ポートリーより「ゆで卵」、
㈱ハマケイより「焼き鳥」を提供してもらい、テント
の中で販売した。港南区の青少年健全育成の取組に貢

献できたと共に、ピンクのジャンパー・はっぴを着る
ことで工業会のアピールとなった。ゆで卵や焼き鳥は
時間内に完売し、喜んで買って帰る姿が見られ盛況に
終わった。会員家族の子どもや孫も一緒に参加でき、
思い出作りとなった。
　引き続き地域貢献を目的に、企業に協力を頂いて、
来年度もイベントに参加できればと考えている。

（永重　健一）
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　ゴルフ会	

オートグラスアサヒ㈱　星　静夫
　７.23 奇跡が起きた。ひょうたんから駒が出てし
まった。
　古希の年齢も 10 日程過ぎたこの日に優勝させても
らった。
　昨年 11 月利き腕の骨折で約半年近くクラブも振れ
ずイライラの毎日が続く。完治しないまま練習に励
む。何とかコースも回れるようになった。
　当日は飛距離も欲も捨ててのプレーに望んだ。
　運も良く同組に気心知れた笠原氏佐々木氏石井氏
３人が応援してくれてるように感じた。又、ハンデ
にも恵まれ良い一日だった。
　この先いつの日か、次の奇跡を待つ。
　今度はエージシュートだ！　ありがとうございま
した。

上大岡法律事務所　石井　誠
　９月 24 日㈫、磯子カンツリークラブにて行われた
ゴルフコンペで優勝させていただきました。
　一緒に回った星静夫さん、笠原邦子さん、吉田良
平さんから、私が好調なことを褒められながら楽し
くラウンドでき、私のゴルフ人生のベストスコアで
あるグロス 87 を出すことができました。また、18
という高ハンデに恵まれたことも優勝できた大きな
要因でした。
　今後も練習に励み、工業会に数多くい
るローハンデの方々と互角に競えるよ
うになりたいと思い
ま す の で、 ど う ぞ
よろしくお願いい
たします。

　師走に入りなにかと気ぜわしい頃となりました。

日頃、会員の皆様にはコミュニティー会の活動にご協力

とご参加いただき感謝しております。

　今年は８月 31 日（土）にカラオケの会主催で暑気払

いをかねて親睦とカラオケの会を「遊木里」（会員）にお

いて開催いたしました。高井代表の呼び掛けで笠原会長

はじめ多くの会員の方が集まり、雑話にカラオケにと有

意義なひとときでした。

　若手会は９月８日（日）清川村にてバーベキューを開催、

自然豊かな緑の中で、マス釣りや鳥の声、おいしい空気

で楽しい一日を過ごしました。準備していただいた岩谷

代表、若手会役員の方、ご苦労様でした。

　又、ゴルフ会は、109 回、110 回、111 回のコンペを

磯子カントリーにおいて開催、小池代表はじめ若手のメ

ンバーが新しく運営にあたりコンペの組み合わせ、表彰

式、パーティーなどでゴルフ会を盛り上げています。

以上が 12 月までの主な活動です。

　これまで参加出来なかった方も、是非参加いただき、

コミュニティー会の雰囲気を実感して下さい。

江藤　忠勝
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　カラオケ会	 代表　高井　軍造

　港南区工業会「カラオケ会」のパーティーが、８
月 31 日（土曜日）の夕方より、会員の「遊木里」様
にて、開催されました。（上大岡駅裏）
お陰様で多数（20 名程）の参加を頂きました。スペー
ス的に、多少余裕もありましたが、丁度良い人数で
した。
今年の暑さは半端ではなかったせいか、８月末とい
えども、猛烈な暑さでした。
　港南区工業会として、新年会・総会・各コミュニティ
会等の際に、親睦パーティーはありますが、ずばり
親睦パーティーだけを目的とした事は、あまりあり
ませんでした。

　そのせいか、なじみの少ない会員の方々も多数参
加して頂きました。笠原会長をはじめ、関係各位は
大変喜んでいます。
　ざっくばらんな会話で、日頃と違った感覚で、お
互いの親睦を深めていました。「カラオケ会」も、ダ
ンスやカラオケに固守せずに、時々に合わせて、こ
の様な、日頃と違った感覚で、ざっくばらんな会話
のできる親睦会になれば良いのかなと思っています。
今後とも、皆様のお知恵を頂きながら、誰でもが気
軽に参加できる様なコミュニティ会になるように努
力する所存でいます。

上大岡の遊木里にて
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　若手会	 代表　岩谷　憲和

“ バーベキューイベント ”
　9月 8日（日）開催

　会員の皆様におかれましては、日頃より本会及び若
手会の各種事業活動にご参加とご協力を頂きありが
とうございます｡ さて、若手会今年度の活動としては、
夏のバーベキューを愛甲郡清川村のバーベキューサ
イトにて開催致しました。当日は天候が危ぶまれる所
でしたが、幸い一時の小雨程度で済み、むしろ涼しい
中でのバーベキューでしたので、参加された皆さんも
和気藹々とした楽しい一日を過ごして頂けたのでは
ないでしょうか。また、今回は開催場所が若干遠方で
したので、観光バスを利用する事となり若手会単独の
予算では実施する事が困難であろうかとも思われま
したが、自然を楽しむ会の渡部さんより協賛金として
補助を頂き、更には当日ご参加の皆様からも差し入れ

等多数頂きましたおかげで費用も 予算内で収める事
が出来ました。改めて皆様ありがとうございました。
毎年度予算内での活動ですから、決して盛大な事業
や見栄えのする活動は望めませんし、また望む所で
もございませんが、今後も皆さんが興味の湧く様な
楽しい企画や思い出に残る事業を計画して参りたい
と思います。引き続きご協力よろしくお願い致します。

釣れたよ !!
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　予定していたハイキングも３連続で悪天候に阻まれて実行出来
ずに残念な思いでしたが、若手会からのお誘いがあり是非にと合
流させて頂くことに。山あいの行程 15 分のハイキングは「川の
せせらぎ、野鳥の声、蝶の舞、野の花」等を楽しみながら会場へ

到着。さて本番の「バーベキュー」です。会場内のマス釣り場ではお子さん達が大
はしゃぎ、お父さんも家族サービスの絶好のチャンスでしたね。私たちは囲炉裏で
の宴も盛り上がり楽しい会話が弾み気分もハイテンション、素晴らしい交流でした。
　普段撮影しないスナップも思わず撮りたくなってのカットです。見てやってくだ
さい、楽しそうでしょう〜〜

自然を楽しむ会　渡部　昭男



（12） 港 南 区 工 業 会 会 報 平成 25年 11月 30日

　ご執筆頂いた皆様の、熱い文章により、大
変素晴らしい、会報第 58 号が出来上がりま
した。
編集に当たり、今でしょ、じぇじぇじぇ、倍
返し、等と、にぎやかに、楽しく盛り上がり、
作業が出来ました。ありがとうございました。
さて、第 58 号が全会員に届きましたら、広
報情報部は第 59 号のスタートとなります。
会員の皆様のお話を取り上げたく、情報を
集めています。
実名ではチョットとお考えの方には匿名に
て受け付けていますので、目にした事、耳
にした事、感じた事、俳句、短歌、川柳、詩、
趣味の事、小話等、会報を盛り上げて頂け
る事なら、何でも OK です。
是非、事務局にご一報下さい。
其れでは、次号も、大いにご期待下さい。

広報情報部　上田　茂

〈 投　稿 〉みなさんはこぶとり爺さんの昔話を、ご存知の
事と思います。が、こぶとり婆ちゃんは、ご存
知でしょうか。
実は今から 30 年以上前に、妻から教えてもらっ
たお話ですが・・・『昔、昔、その昔、横浜の或る所に、少しポッチャ

リ系のおばーちゃんが、たった一人で住んでい
ました。でも、近隣の方々と助け合い、生き生
きと、大変元気に暮らしていたそうな。』・・・・・・・
おしまい。
どうでしたか、心が温まりますね。少しポッチャリ系（小太り）婆ちゃんの話しで

した。

投稿者　匿名会員 00ワンツー

（横浜商工会議所南部支部支援）

　横浜生まれのハチミツと環境に配慮したたまごが、横浜の
パティシエとの出会いで横浜をイメージして出来上がったの
が “ よこはまおやつ ” です。
　その原料となるハチミツは、当会会員㈱キクシマ様が、自然 
環境との調和を目指し生まれた、横浜産のハチミツ。又、たま 
ごは、当会会長㈱八千代ポートリー様の鶏のエサに、国産の 
お米を配合したもので、くせのないあっさりとした味わいが特
徴。これらのこだわり原料と、市内の洋菓子店８店舗のパティ
シエの創意のマッチングから生まれた焼き菓子です。
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震災からの復興の様子　　　　・その 4

　2011 年 3 月 11 日。あの日から 2 年 8 ヶ月もの間、
何も変わってない場所がある。
福島第一原発からわずか 10km ほどにある福島県浪
江町。
　この小さな町で障がいをもつ人たちの支援を行って
いる NPO 法人コーヒータイム。町のログハウスを活
用した喫茶店の運営を精神障害をもつ人たちと行って
いる。
　原発事故により浪江町のほぼすべてが立ち入り禁止
区域となったことや、町役場機能の移転などもあり、
震災後二本松市で再開したが、利用者もスタッフもお
客様も離れ離れになったままだ。
　昨年よりソーシャルビジネスノウハウ移転事業とし
て事業化支援に訪問しているが、つい最近知って驚い
たのは、中心になって働く理事長の橋本さんを始め、
七條さん、江田さんの女性スタッフはいずれも単身で
二本松市の仮設住宅などで暮らしているという事であ
る。ご主人やお子さんは仕事や学校の都合などでいわ
き市や他市町村で生活されていて、週末ともなると

100km もの道のりを車で家族の元へ通う生活が 1 年
以上続いているという。
　また、大切な思い出のつまった自宅や、元店舗にあ
る家具の持ち出しなども放射線量が高いことなどか
ら、持ち出すことはおろか、月 1 回の訪問さえまま
ならないのが現在の福島県浜通りの状況である。
横浜では震災の記憶が薄れつつあると感じるが、被災
地復興はいまようやく始まろうとしている。

（斉藤　保）

コーヒータイム店内
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■医療法人社団成澤会　清水橋クリニック
●代表者名	 理事長　成澤　隆
●社名由来	 昭和 54 年に開設。昭和 62 年港南区の清水橋近くに移転した際、

地名にちなんで清水橋クリニックに名称を改称。平成 17 年法
人化により現在の名称『医療法人社団成澤会清水橋クリニッ
ク』になりました。

●事業方針	 行動の指針として①迅速②正確③親切④責任⑤笑顔を定めて
います。�特に地元の皆様、中小企業の皆様の健康をサポートし
必要とされ信頼される医療機関であり続けるよう努めてまい
ります。

●事業所 PR	 地域の皆様の『かかりつけ医』であると共に、健康診断について長年培った経験とノウハウで
皆様の健康管理をサポートします。�症状、所見に応じて適切な専門病院の診療科をご紹介して
おりますので安心して受診なさって下さい。

●事業概要	 診療（内科・循環器内科）、禁煙外来、健康診断（一般、成人病、簡易人間ドッグ、特定健診、
婦人科検診、特殊健診等）、当クリニック施設内健診、出張巡回健診、インフルエンザ予防接種、
産業医

●会社概要	 住所　〒 234-0053　横浜市港南区日野中央１− 19 −４
	 電話番号　045 − 847 − 5533　　FAX　045 − 847 − 5800
	 ホームページ　http://www.shimizubashi.jp

■株式会社清水康益社
●代表者名	 代表取締役会長　清水　鐵夫
	 代表取締役社長　清水　一明
●社名由来	 創業者である現会長が昭和 41 年開業時、当時は葬具店などが

一般的でしたが、時代の先取りを考えて、修業先の社名と会
長幼少時の名前の一字を合わせ、清水康益社となりました。

●会社方針	 社葬を執り行うには、基本計画、会場設営、式進行、導線な
ど専門的な知識や技能が必要です。弊社は多数の施行実績と
豊富な知識や情報を持っておりますが、あらゆる社葬の御相
談や施行に対応できるよう、日々、努力・研鑽に努めており
ます。

●会社 PR	 「突然やってくるかもしれない御葬儀。どう対応したら良いのか分からない。」という方々が殆
どです。
後悔のない御葬儀をするためには事前相談をすることが大切です。
弊社は何時、何処でも事前相談を承っており、定期的に葬儀相談会も開催しています。
福利厚生事業の一環として弊社の取り組みを周知して戴ければ、万が一の時は安心して御葬儀
を執り行うことができます。

●事業概要　御葬儀全般、御法事、社葬・合同葬、各種斎場の手配、供花／祖供養品・返礼品／御料理／火
葬場／霊柩車／ハイヤー・タクシー・マイクロバスの手配／仏壇・仏具の販売／霊園・墓石・
墓地のご紹介

●会社概要	 住所　〒 233 − 0004　横浜市港南区港南中央通４− 11
	 市営地下鉄「港南中央駅」下車　徒歩１分
	 電話番号　045 − 842 − 1140（代表）　　FAX　045 − 844 − 5857
	 ホームページ　http://shimizukouekisha.jp

サバスホール
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■昇栄工業株式会社
●代表者名	 田中　昇
●社名由来	 東京都で田中工業で個人営業�。仕事の拠点が横浜市だった

ので昭和 60 年６月この港南区で昇栄工業㈱を設立現在に
至ります。

●会社方針	 がけ地防災工事の専業者として、地域の安全を守るため「品
質・安全を第一に、顧客満足度を上げるため、技術の向上
を追求します」

●会社 PR	 今自然災害が多発しています。「いままでに経験したこと
がない大雨」などにより、がけ崩れ被害が発生しています。
このような災害が少なくなるように、工事によりがけ等を保護し、皆さんの安全を守るため、
私たちは活動しています。もし御心配ながけ等がございましたら一度御相談下さい。

●事業概要	 法面保護工事（モルタル吹付工・法枠工他）、法面緑化工事、地山補強土工事（ロックボルト工他）、
アンカー工事、一般土木工事

●会社概要	 住所　〒 234-0051　横浜市港南区日野２−６− 19
	 電話番号　045 − 844 − 8303　　FAX　045 − 845 − 9594
	 ホームページ　今は無し

■新倖機材株式会社
●代表者名	 橋爪　重信
●社名由来	 自分の周りの人と幸せになりたいとのことから
●会社方針	 お客様の利益になるよう事業を通して貢献する
●会社 PR	 工場でのお困りの事　ご相談ください。提案させて

いただきます。
●事業概要	 機械設備、合理化装置、ロール式シリコン塗布装置、

溶着機、機械据付、移設工事
●会社概要	 住所　〒 234-0056　横浜市港南区野庭町 688 −４
	 電話番号　045 − 845 − 3892
	 FAX　045 − 844 − 2517
	 ホームページ　http://www.shinkouk.com

■有限会社伸幸自動車工業
●代表者名	 岡田　幸八
●社名由来	 昭和 54 年設立、創業者である社長の名前一文字と会社

が発展する様に思いをこめ、社名にしました。
●会社方針	 確かな技術と時代にあったサービスを提供します。
●会社 PR	 「伸幸自動車で見てもらってるから安心して乗れる」と、

お客様に思って頂けるよう、技術とサービスの提供を
心がけています。�新たにレンタカー業務も始め、スタッ
フ一同がんばっております。ぜひご来店下さい。

●事業概要	 国産車、外車の車検、整備、鈑金塗装、新車、中古車販売、
レンタカー、リース業、自動車保険代理店

●会社概要	 住所　〒 234-0052　横浜市港南区笹下２−１−９
	 電話番号　045 − 841 − 6366　　FAX　045 − 844 − 2272
	 ホームページ

港南区工業会の会員企業様をリレー形式でご紹介（50音順でご紹介しています）



（16） 港 南 区 工 業 会 会 報 平成 25年 11月 30日

◆技術の伝承
　吉原産業株式会社樣で働く社員の方の平均年齢は、30 ～
40 代だそうです。見学させていただいた工場では作業がとて
もスピーディーで、活気に溢れていました。
10 数年ほど前、若い社員を 10 人程採用し、ベテランの技術者
から技術の伝承を行ったそうです。当時、人手が足りなかった
わけではありませんでしたが、レベルの高い技術を残す
ためには、「今、若い人に伝えておくべきだ」と思った
のだそうです。現在も商品のレベルを落とさずに生産で
きているのは、この時の技術伝承がうまくいったからだ
と、社長の狩野様はお話してくださいました。

◆新しい技術の導入
近い将来、染料から顔料へ、手捺染から機械でのプリン
トへ、製造方法は変化するだろうと、狩野様は考えられ
ています。水洗いなどをしなくてもよい顔料やプリン
ターの開発はエコに繋がりますが、その分職人さんが減
少してしまい、手作りのよさがなくなってしまいます。
しかし、今求められているのは手作りの味わいではなく、
工業規格品であると、狩野樣は感じるそうです。日本と
同じく捺染が残っているイタリアのように、手作りであ
ることを評価できる文化になって欲しいと、今回の訪問
で強く感じました。

今回ご紹介するのは、港南区日野に会社を構える吉原産業株式会社
代表取締役の狩野靖夫樣です。

様々なブランドのハンカ
チを染めているそうです。

代表取締役：狩野　靖夫

◆捺染とは
約 150 年前に開港した横浜港の貿易の中心は、生糸でした。
この生糸を使って作られたヨコハマスカーフは、横浜の名産
品のひとつです。このスカーフを染める技術に、捺染があり
ます。捺染とは、布に柄を染める技術の総称です。
昔は横浜に 150 の捺染工場がありましたが、今は 10 工場以

下となってしま
いました。それ
でも主要商品を
スカーフからハ
ンカチなどに変
えるなど、工夫
して頑張ってい
る工場がありま
す。
今回訪問させて
いただいた吉原
産業株式会社樣
は、そのような

会社のひとつです。こちらでは、スクリーン製版による捺染
が行われています。

［編集後記］
狩野様は、工場を案内してくださる時には「足元に
気をつけて」と声を掛けてくださり、私たちが帰る
時には外まで見送ってくださりました。今いる従業
員の方は短くても 2 ～ 3 年勤務しているということ
でしたが、長く働いている方が多いのは、狩野様の
お人柄ゆえなのではないかと感じました。
取材：浜名花織（明治学院大学 4年）、
　　　加藤麻由（女子栄養大学 2年）
写真：広報情報部　斉藤　保

■会社概要
商　　号：吉原産業株式会社
社　　長：狩野　靖夫
住　　所：横浜市港南区日野４丁目 18 －３
電話番号：045-842-6221
事業内容：織物手加工染色整理業、スカーフ 
　　　　　マフラー・ハンカチーフ製造業

作業は、分担したり協力しあったりして、
進めていきます。
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10 月に 50 歳になり、子供も段々手が離れ・・・　これからは、女房と孫を楽しみに・・・（ヒロ）

2020 年五輪の東京開催が決定。あきらめなければ夢はかなう。宝くじも買わなければチャンスはない。今
年の年末ジャンボを買わなくっちゃ（しげ）

物価　上昇中、消費税　上がります。安倍　晋三総理　その名が示す通り安晋（心）の三倍　返し、絶対　
御願い申上げまする（上田）

最近、「とおちゃんよりつよくなる」と反抗する６歳の息子の成長に寂しいやらうれしいやら・・・。安定
志向の今日この頃。もう少し攻める気迫を教えられた気がします。（永重）

震災後、棚倉・西会津・二本松・福島・釜石・大槌で合計約 80 日間滞在。東北新幹線がすっかりマイカー？（さ）
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